
  

 
    

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

・・・青森市の男女共同参画拠点施設・・・ 

◆青森市男女共同参画プラザ「カダール」 
（青森市新町 1-3-7 アウガ 5・6Ｆ） 
【開館時間】9:00～22:00 
【休 館 日】毎月第 2 水曜日・12/29～1/3 
【お問合せ】017(776)8800 FAX017(776)8828 
◆青森市働く女性の家「アコール」 
（青森市勝田 1-1-2）  
【開館時間】9:00～22:00 
【休 館 日】毎月第 2 日曜日 
【お問合せ】017(723)1700 FAX017(723)1700 

＜発行＞ 

青森市 市民部 人権男女共同参画課 

〒030-8555 青森市新町 1-3-7 

017(734)2296 FAX017(734)5765 

＜編集スタッフ＞ 

倉島恵美子・蝦名晶子（特定非営利活動法人

あおもり男女共同参画をすすめる会）、 

堀内美穂（NPO 法人ウィメンズネット青森）、

千代谷直美（企画集団プティジュール） 

 

 

 

 

※転載ご希望の場合はご連絡ください。 

 

●カダール託児室● 

青森市男女共同参画プラザ「カダール」で
の催事や青森市民図書館の利用のほか、中
心市街地での買い物や通院などの時にも安
心して利用できる施設です。 
【託児時間】 9:00～21:30 
（毎月第 2 水曜日と 12/29～1/３を除く） 
【対  象】１歳 6 か月～就学前   
【料  金】 1 時間 600 円（最長 3 時間） 
【お問合せ】017(776)8800 

         ※前日までに要予約 
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アンジュールはフランス語で「ある日」という意味。一人ひとりの

「ある日」を紡いでいきたいという願いを込めた情報紙です。 

青森市子ども会議フォーラム 2018「FOR CHILDREN ～小さな声を大きな力に～」 

子ども会議とーくいべんと 人形劇「女の子だから、男の子だから、～しなさい」 
 

 

平成 30 年 11 月 17 日に開催された青森市子ども会議フォーラム 2018「FOR CHILDREN ～小さな声を大きな力に～」において、

子ども会議委員が、学校や家庭における身近な疑問を朗読劇と人形劇で表現し、その解決に向け来場者と一緒に話し合いました。 

「女の子だから、男の子だから、～しなさい」と題した人形劇は、テーマ選びから脚本・人形制作まで全て子ども会議委員が自ら行い、

子どもたちが固定的性別役割分担意識について考える機会となりました。 

 

青森市男女共同参画推進表彰とは… 

青森市は、平成 30 年４月から施行した「青森市男女共同参画推進条例」

において、本市の男女共同参画の推進に貢献している市民等を表彰し、その

取組を周知することで、男女共同参画意識の醸成及び男女共同参画に関する

取組を推進することとしています。 

青
森
市
男
女
共
同
参
画
推
進
表
彰 

受
賞
者
決
定
！ 

 

輝
き
び
と 

ワ
ン
ツ
ー
、
ワ
ン
ツ
ー
。
青
森
市
立
佃
小
学
校
の
視
聴
覚
室
か

ら
元
気
な
か
け
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。 

ス
ト
レ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル
で
指
導
者
を
務
め
る
若
山
む
つ
子
さ
ん

の
声
。
こ
の
サ
ー
ク
ル
が
誕
生
し
た
の
は
平
成
12

年
。
空
き
教

室
を
利
用
し
、
子
育
て
に
忙
し
い
女
性
た
ち
の
運
動
不
足
と
健
康

維
持
を
目
的
に
開
設
さ
れ
た
。
そ
の
活
動
は
今
年
で
18

年
目
を

迎
え
る
。 

日
本
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ダ
ン
ス
競
技
連
盟
（Ｊ
Ｃ
Ｆ
）会
員 

ス
ト
レ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル 

指
導
者 

 

若
山 

む
つ
子 

さ
ん 

若
山
さ
ん
は
、
幼
少
時
代
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
に
取
り
組
み
、
現
在
は
社
交
ダ
ン
ス
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
Ｂ
級
、
ラ
テ
ン
Ａ
級
選
手
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
持
ち
、
大
会
に
も
参
加
し
て
い
る
。 

ま
た
、
小
学
校
で
の
ス
ト
レ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル
の
ほ
か
に
、
自
分
で
立
ち
上
げ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル
や

お
茶
と
着
付
け
の
指
導
者
と
し
て
毎
日
大
忙
し
。
そ
ん
な
元
気
な
若
山
さ
ん
に
聞
い
て
み
た
。 

18

年
も
の
長
い
間
、
小
学
校
で
の
ス
ト
レ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル
を
継
続
で
き
た
秘
訣
は
何
で
し
ょ
う
？ 

「
皆
が
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
元
気
に
な
る
姿
を
見
て
き
た
か
ら
か
な
」
と
笑
顔
で
、 

 
 

 

「
一
回
あ
た
り
の
時
間
は
90

分
。
そ
の
時
間
を
同
じ
目
的
を
持
っ
た
仲
間
が
、
同
じ
空
間
で
過
ご
す
の
だ
け

ど
、
た
だ
教
え
る
の
で
は
な
く
町
内
の
方
々
や
、
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
（
ク
ラ
ブ
活
動
で
ス
ト

レ
ッ
チ
の
指
導
）
を
意
識
し
な
が
ら
、
自
分
へ
の
プ
ラ
ス
に
も
し
て
き
た
」
と
話
す
。
「
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は

無
理
を
し
な
い
、
続
け
る
こ
と
」
と
若
山
さ
ん
。 

「
そ
の
時
々
の
体
調
や
状
況
に
合
わ
せ
て
、自
分
の
体
が
ど
う
し
た
い
の
か
見
極
め
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。

今
日
は
、
必
ず
こ
れ
を
し
よ
う
と
力
ま
ず
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
を
自
分
も
心
が
け
、
生
徒
さ
ん
に
も
勧
め

て
き
た
」 

小
学
校
の
サ
ー
ク
ル
の
生
徒
さ
ん
か
ら
の
言
葉
で
最
も
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
？ 

「
自
分
の
体
の
状
況
が
わ
か
っ
て
、
固
ま
っ
た
体
が
ほ
ぐ
さ
れ
体
調
が
よ
く

な
っ
た
、
と
か
、
ス
ト
レ
ッ
チ
の
後
は
ス
ッ
キ
リ
し
て
気
持
ち
が
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
」 

肩
肘
は
ら
ず
に
気
楽
に
参
加
で
き
る
こ
と
が
子
育
て
や
仕
事
に
励
む
女

性
た
ち
か
ら
支
持
さ
れ
、
生
徒
さ
ん
の
一
人
は
「
マ
マ
友
た
ち
と
も
お
し
ゃ

べ
り
が
で
き
る
し
、
体
も
楽
に
な
っ
て
何
よ
り
も
楽
し
い
」
と
語
る
。 

生
徒
を
楽
し
く
元
気
に
す
る
若
山
さ
ん
自
身
は
、
学
ぶ
こ
と
が
好
き
で

趣
味
を
通
し
て
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
切
り
開
い
て
き
た
女
性
で
あ
る
。

ほ
っ
と
す
る
の
は
「
お
風
呂
か
ら
あ
が
っ
て
ベ
ラ
ン
ダ
で
星
空
を
眺
め
て

い
る
時
」
…
。 

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
。 

 
特集 
１ 

 
特集 

２ 

何からはじめればいいの？何が必要？ 

女性のための起業応援セミナーを 

開催しました！ 
 

『青森市男女共同参画推進表彰』の受賞者（左：特定非営利法人あおもり男女共同参画をすすめる会・理事長 千田晶子氏 

右：白井壽美枝氏）と小野寺晃彦市長（中央） 



 

 

受賞者のコメント 
設立当初からの取組が認められ、大変うれし

く思います。これからも男女共同参画社会の実
現に向け、部会を中心とした発信活動をすすめ
るとともに、事業所としては良い制度を積極的
に取り入れ、スタッフが気持ち良く働くことが
できる基盤づくりを一層心がけ、進めていきた
いと思っています。 

 平成 30 年 10 月 6 日、中学生による「男女共同参画都市」青森宣言の朗読から始まった 

青森市男女共同参画推進月間オープニングイベント～青森市男女共同参画推進条例制定記念～

において、男女共同参画の推進に功績のあった市民等をたたえる第１回「青森市男女共同参画

推進表彰」の表彰式が行われました。  

表彰式後には、佐藤恵子さん（条例検討委員会委員長・特定非営利活動法人ウィメンズネッ

ト青森 理事長）をコーディネーターとして、小野寺晃彦市長を交えて受賞者のお二人と今後

の取組などについてトークセッションを開催。 

個人の部で受賞した白井壽美枝さんからは「男女共同参画という言葉すらなかった時代を活

動してきた仲間達の努力をこれからも、受け継いで伝え続けたい」 

 事業者の部で受賞した男女がともに働きやすい、活動しやすい環境づくりを推進してきた 

特定非営利活動法人「あおもり男女共同参画をすすめる会」の理事長・千田晶子さんからは

「事業者として、皆が働きやすいようにオーダーメイドの雇用を考えていきたい。また、ジェ

ンダー平等と女性のエンパワーメントを念頭において次の人材育成に取り組んでいきたい」 

 小野寺市長からは「これからも女性の貴重な意見を取り入れ、市の附属機関の女性委員登用

率の向上や課長相当職以上に占める女性の割合を増やすことなどに取り組んでいきたい。」「青

森県は女性社長の数が日本で一番多い。女性の目線を大事にしていきたい」 

 佐藤恵子コーディネーターからは「青森市に条例ができたことは画期的なことで、条例を根

拠に着実に青森市の男女共同参画を進めていただくことが青森市の大きな力になると思う」と

ありました。 

 

子連れ大歓迎！赤ちゃんの泣き声が聞こえる楽しい講演会 

イベントの最後にはジェンダー論の研究者で東京大学大学院教授の瀬地山角さんによる講演

がありました。「笑って考えよう仕事のこと、家庭のこと、未来のこと～男の家事が社会を救う！」

と題された講演では、瀬地山さんご自身の子育ての経験を踏まえ、「子育てで男にできないこと

はない」とし、共働き世帯の男性の育児関連時間の少なさを捉え、「男性の著しく短い家事時間

はもはや社会的に問題にすべき水準」であると語られました。また、男性が一人で妻子を養うこ

とがとても大変な現代においては、「男性の家事が、女性の就労を支え、自分の命を救う」とし、

最後に「個人差は性差を超える。性別にかかわりなくその個性と能力を発揮し、新しい社会を誘

導していこう」と熱く講演されました。 

【事業者の部受賞者】 特定非営利活動法人あおもり男女共同参画をすすめる会 様 

平成 17 年から男女共同参画社会の形成の促進を図る活動に取り組んでおり、市民も参加できる「総会記念

講演」や「茶話会」の開催は、市民の男女共同参画推進の意識啓発やジェンダー平等、エンパワーメントに

ついて理解を深めるための活動となっています。 

また、乳がん検診啓発活動「ピンクリボンキャンペーン」の実施や、カダールフェスタ（市民活動企画展）

に全部会（企画クリエイティブ会、心とからだの健康を考える部会、シネマ部会、研修・交流部会）が毎年参

加するなど、会員が一丸となって様々な形で男女共同参画にアプローチしています。 

雇用における取組として、平成 29 年から「入社後６か月から育児・介護休業等取得できる制度」を確立、

平成 30 年から「年次有給休暇の時間単位付与に関する協定書」を締結し、男女がともに働きやすい、活動し

やすい環境づくりと、仕事やその他の活動と家庭生活との両立支援の取組を進めています。 

 

【個人及び団体の部受賞者】 白井 壽
す

美
み

枝
え

 様 

 平成８年から本市における男女共同参画推進事業の第一歩となった「男女共同参画情報紙アンジュール」

の企画編集を長く務めながら、「青森市男女共同参画都市宣言」実行委員、「青森市男女共同参画協議会」

委員、そして全国から3,000人を超える参加者で国内最大級の会議である「日本女性会議2002あおもり」

では実行委員長を務め、全国に本市の取組を発信し、会議を成功裏に収めました。 

平成11年には「青森市男女共同参画社会づくりをすすめる会」を発起人として立ち上げ、平成17年には

「特定非営利活動法人あおもり男女共同参画をすすめる会」を設立し、平成29年度まで顧問を務めるなど

現在に至るまでリーダーとして団体を牽引してきました。 

また、平成29年６月には「特定非営利活動法人あおもりダイバーシティ」を設立し、事業を積極的に展

開するなど、現在に至るまで22年間にわたり、男女共同参画の推進に努めています。 

 

 

宣言文を朗読した青森市立佃中学校の小野隼矢さん 
(手前)と佐藤そらさん（奥） 

小野寺晃彦市長を交えたトークセッション 

青森市男女共同参画推進表彰の受賞者が決定！！  

 

 

東京大学大学院教授・瀬地山角氏の講演 

受賞者のコメント 
たくさんの方とご一緒し、そして支えられてきた 22 年間です。第１回の表彰に選

んでいただきましたことを光栄に、大変うれしく思います。条例ができて制度は一歩
進みました。日本で 8 番目に宣言した青森市で、男女共同参画社会を実現していき
ましょう。 

 

起
業
に
関
心
が
あ
る
方
、
起
業
を
予
定
し
て
い
る
方
、
起
業
を

支
援
す
る
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
方
を
対
象
に
青
森
駅
前
に
あ
る

青
森
商
工
会
議
所

A
O

M
O

R
I  

S
T

A
R

T
U

P
 

C
E

N
T

E
R

で

「
女
性
た
め
の
起
業
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

青
森
県
で
は
、経
営
者
の
10
人
に
１
人
が
女
性
経
営
者
で
あ
り
、

女
性
社
長
の
割
合
が
日
本
一
で
す
。
（
２
０
１
８
年
帝
国
デ
ー
タ

バ
ン
ク
調
べ
）
そ
の
理
由
と
し
て
、
経
営
者
で
あ
る
親
族
か
ら
事

業
を
引
き
継
ぐ
「
同
族
継
承
」
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
が
、
依
然
と
し
て
、
女
性
は
子
育
て
や
介
護
、
夫
の
転
勤
な

ど
の
理
由
か
ら
、
自
分
の
思
い
描
く
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
難
し
い
こ

と
が
多
い
の
も
現
状
で
す
。 

ま
た
、
日
本
の
中
堅
企
業
に
お
け
る
「
経
営
幹
部
の
女
性
比
率
」

は
世
界
の
中
で
も
特
に
低
く
、
女
性
が
企
業
の
経
営
に
積
極
的
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。
こ
れ
は
、
女
性
な
ら
で
は

の
感
性
を
活
か
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
十
分
に
提
供
さ
れ
な
い

と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
私
た
ち
の
生
活
を
充
実
さ
せ
、
豊
か
に
し
て
い
く
た
め

に
は
、
女
性
が
社
会
で
活
躍
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。 

セ
ミ
ナ
ー
で
はIM

（
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

と
し
て
起
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
大
崎
陽
一
さ
ん
か
ら
「
女
性

×

起
業×

あ
お
も
り
～
夢
を
目
標
に
変
え
て
」
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
講
演
で
は
、
夢
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、 

①
実
行
を
決
意 

②
構
想 

③
計
画 

④
資
金
調
達 

⑤
起
業

の
５
段
階
を
紹
介
。抽
象
的
で
ゴ
ー
ル
が
な
い「
夢
の
ま
ま
の
人
」、

市
場
調
査
を
自
分
の
目
と
足
で
確
認
す
る
な
ど
明
確
な
ゴ
ー
ル
が

あ
る
「
目
標
に
し
た
人
」
の
違
い
を
説
明
。 

起
業
の
失
敗
ケ
ー
ス
の
紹
介
、
ま
た
誰
が
見
て
も
わ
か
り
や
す

い
事
業
計
画
書
作
成
の
大
切
さ
な
ど
具
体
的
な
起
業
の
コ
ツ
が
語

ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
大
崎
さ
ん
を
交
え
て
、
女
性
起
業
家
３
名
、
雑
貨
店

la
 cla

ire

（
ラ
・
ク
レ
ー
ル
）
代
表 

木
村
昌
世
さ
ん
、H

a
ir S

a
lo

n

百
花
堂
代
表 

久
慈
立
子
さ
ん
、
米
ぬ
か
酵
素
風
呂
青
の
し
ず
く

店
長 

三
上
信
子
さ
ん
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
っ
て
ト
ー
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
談
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

【
起
業
の
き
っ
か
け
】 

三
上
さ
ん
「
自
分
の
体
調
が
優
れ
ず
、
酵
素
風
呂
と
出
会
っ
て
改

善
し
た
。
多
く
の
困
っ
て
い
る
人
に
酵
素
風
呂
の
良
さ
を
教
え
た

い
」 

久
慈
さ
ん
「
勤
務
先
の
美
容
院
が
移
転
す
る
こ
と
と
な
り
、
自
分

の
お
客
さ
ん
達
か
ら
新
町
に
残
っ
て
ほ
し
い
と
応
援
さ
れ
て
決
意
」 

木
村
さ
ん
「
起
業
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
店
舗
の
閉

店
が
き
っ
か
け
で
、
仲
間
と
二
人
で
決
意
」 

【
起
業
の
満
足
度
】 

３
人
と
も
大
満
足
で
、
「
私
の
店
に
来
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り

が
と
う
と
心
か
ら
思
う
」
「
満
足
し
て
帰
る
お
客
さ
ん
の
笑
顔
に

会
え
る
」「
楽
し
い
。
仕
事
を
や
ら
さ
れ
て
い
る
感
が
な
い
」 

【
起
業
に
苦
労
し
た
こ
と
】 

「
計
画
し
て
い
た
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
断
ら
れ
、
起
業
を
諦
め

よ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、IM

の
三
澤
さ
ん
に
相
談
し
、
別
の
金

融
機
関
か
ら
の
融
資
が
決
定
し
た
」
「
母
親
が
猛
反
対
し
、
説
得

ま
で
時
間
が
か
か
っ
た
が
母
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
店
舗
の
名
前

を
付
け
て
も
ら
っ
た
」
「
一
店
舗
目
は
収
益
を
上
げ
て
い
る
が
二

店
舗
目
は
な
か
な
か
軌
道
に
乗
ら
な
い
」 

最
後
に
大
崎
さ
ん
か
ら
「
起
業
す
る
に
は
、
矢
面
に
立
つ
覚
悟

が
必
要
」。
体
験
に
基
づ
く
起
業
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
、「
お
客

さ
ん
、
従
業
員
、
家
族
、
支
援
者
な
ど
、
起
業
は
色
々
な
人
に
支

え
ら
れ
て
い
る
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
」
と
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。 

パ
ネ
リ
ス
ト
３
名
の
「
起
業
し
て
大
満
足
」
と
の
言
葉
が
印
象

に
残
り
、
参
加
者
は
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
語
ら
れ
る
体
験
に
基
づ
い

た
ア
ド
バ
イ
ス
を
熱
心
に
聞
い
て
、
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

女
性
た
め
の 

起
業
応
援
セ
ミ
ナ
ー 

何
か
ら
は
じ
め
れ
ば
い
い
の
？ 

何
が
必
要
？ 

平
成
30
年
10
月
29
日
開
催 


